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１．はじめに

2025（令和 7）年 9 月 13 日（土）から 15 日（月・祝）に

かけて，熊本城ホール（熊本県熊本市）において，「地質情

報展 2025 くまもと —火の国・水の国！大地のふしぎ—」

が開催されました．「地質を楽しく学ぶ ! 〜体験・実験コー

ナー〜」で，「鳴り砂」の体験ブースを運営しました．地質

情報展での鳴り砂ブースの開設は，昨年度の山形市に続き，

通算で 18 回目となりました（兼子・芝原，2013；兼子，

2014，2024；兼子・齋藤，2025）．

２．鳴り砂の実験

「鳴り砂（鳴き砂）」とは，「キュッ！キュッ！」と音が出

る砂のことです．鳴り砂の砂浜を歩くと，足もとからここ

ちよい音が響いてきます．音を奏でる鳴り砂の特徴とし

て，1. 砂の構成粒子の中で石英の比率が高いこと，2. 清浄

な海水と適度な強度の波浪によって，砂の表面が洗浄・研

磨されているためにとてもきれいなこと（異物が付着して

いないこと）が挙げられます．また，波浪によって磨かれる

間に，粒径が揃った砂になっています．このような特徴を

有し，音を奏でる鳴り砂は特別な砂であり，鳴り砂の砂浜

は自然環境が健全に保たれていることの証でもあります．

日本には多くの鳴り砂の浜がありますが，今回は島根県大

田市の琴
こ と が は ま

ヶ浜の鳴り砂を使って，ワイングラスに入れた鳴

り砂をすりこぎ棒で突いて鳴らす体験をしていただきまし

た．また，鳴り砂の解説パネルと全国の鳴り砂マップを 

掲示し，鳴り砂が鳴る理由や国内の分布状況を説明しまし

た．

体験した方々は，砂が音を発することに驚くとともに，

その音に聞き入って何度も鳴らしたり，それぞれに楽しん

でくださいました（第 1 図）．最終日には熊本県 PR キャラ

クター「くまモン」が来場し，鳴り砂を体験していきまし

た（第 2 図）．期間中，体験に使用した砂をおみやげとして

さしあげたところ，初日 138 人，2 日目 140 人，最終日
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309 人（延べ 587 人）の方々が鳴り砂をお持ち帰りになり

ました．

３．おわりに

期間中，熊本大学の梅田惇弘氏には，学生アルバイトと

して本ブースの運営を手伝っていただきました．実験に使

用した鳴り砂を提供してくださった島根県大田市の馬路町

社会教育振興会会長・松浦　裕氏，地質情報展の準備・運

営に係わった多くのみなさまに，篤くお礼申しあげます．

第 1図　�ワイングラスに入れた鳴り砂を棒で突いて音を聞く
来場者．
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第 2図　鳴り砂を体験するくまモン．


